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１．研修資料について
 特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を高める手段として、ＩＣＴを効
果的に活用した実践に大きな期待が寄せられています。
 困難を抱える児童生徒のために、どのようにＩＣＴの活用を進めていけば効
果的なのでしょうか。この研修資料では、県内でＩＣＴを活用している教員の
実践事例を紹介し、どうしてそのような活用が効果的なのかや、考え方につい
て解説を添えて紹介しています。
 この研修資料を活用しながら、ＩＣＴを活用した支援に積極的に取り組んで
いただき、児童生徒の様々な困難を軽減・解消できることを期待しています。

２．特別な支援を必要とする児童生徒たち
 本研究における「特別な支援を必要とする児童生徒」については、中央教育
審議会答申（令和３年１月26日）「『令和の日本型学校教育』の構築を目指し
て～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの
実現～」及び文部科学省（平成24年12月５日）「通常の学級に在籍する発達障
害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」を参
考に、「不登校、病気療養、障害、日本語指導を要する、学習面又は行動面で
困難を示している」児童生徒とし、県内における現状についてアンケート調査
を実施しました。
 アンケート調査を秋田県総合教育センター（以下、当センター）研修講座受
講者641名を対象に実施しました（令和４年５月から11月まで）。
 小・中・高等学校において、82％の教
員が特別な支援を必要とする児童生徒が
いると回答しました。さらに、児童生徒
の様子について、「学習面又は行動面で
困難を示している」の回答が81％、「障
害」が45%、「不登校」が38％となりま
した（表１）。
 「学習面又は行動面で困難を示してい
る」児童生徒の詳細については、表２の
ようになりました。
 これらのことから、学習面又は行動面
で困難を示している児童生徒がいると感
じている教員が多く、特に学習面では
「文章を書く」「話を聞く」こと、行動
面では「気が散りやすい」傾向が見られ
ることが分かりました。

全体

不登校 38% 

病気療養 3%

障害 45%

日本語指導を要する  3%

学習面又は行動面で
  困難を示している 81%

その他  2%

表１ 特別な支援を必要とする児童生徒
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全体 小学校 中学校 高等学校

話を聞く 46% 50% 41% 43%

文章を読む 39% 43% 36% 25%

文章を書く 60% 63% 59% 39%

算数（計算や図形等）が苦手 39% 43% 33% 36%

自分の思いを伝えたり話したりする 39% 40% 41% 25%

自分の考えをまとめる 34% 33% 36% 29%

気が散りやすい 53% 56% 53% 39%

落ち着きがない衝動的な言動が目立つ 48% 49% 46% 46%

衝動的な言動が目立つ 41% 45% 38% 29%

その他 6% 4% 6% 18%

表２ 学習面又は行動面で困難を示している児童生徒の詳細

３．教員がＩＣＴを活用する際、
課題や難しいと感じていること

 アンケート調査より、ＩＣＴの活用における課題や難しいと感じていること
についての記述を分析しました。テキストマイニングソフト等を用いて分析、
要約したところ、主な内容として「自分自身が活用方法をあまり分かっていな
い」「操作に関して難しさを感じることがある」「効果的な活用場面を考える
ことが難しい」等がありました。
 また、「ほとんど活用していない」と回答した教員が感じている課題と「ほ
ぼ毎日活用している」と回答した教員が感じている課題を比較したところ、ほ
とんど活用していない教員にだけ見られる内容として、機器を活用しにくいと
感じていたり、活用方法に対する不安があったりすることが分かりました。
 これらのことから、どのような実践がされているのかを知ってもらうこと、
参考となる実践事例を示すことが、ＩＣＴの活用の第一歩につながるのではな
いかと考え、本資料にまとめました。
 活用事例については、すでに活用している教員が一定数いることや、特別支
援学校や特別支援学級において活用がされていることなど、アンケート調査で
収集した事例を紹介することにより、支援の方法の一つとしてＩＣＴ活用とい
う選択肢が増え、児童生徒の困難さが軽減できるのではないかと考えました。
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４．児童生徒の立場に立って支援を考える

板書を写せない

児童生徒の様子

ＩＣＴの活用

児童生徒の気持ち

写すのに時間が掛かるな。
黒板を見て写すことが
苦手なのかな。

ノートを書くのに時間が
掛かるから嫌だな。
どうせ書けない。

困難さへの配慮

それぞれの学習スタイルに応じた学びを保障

 教職員が指導方法に悩む児童生徒は、実は本人も困っている状況といえます。
本人のできない、もしくはできていないことばかりを指導するだけでは、その
状況が改善しないことが多いものです。そのようなときは、どうすればできる
ようになるのか、児童生徒の立場から困難さに寄り添った指導・支援の方法を
考えてみることが大切です。

いつもノートを書
いていませんね。
ちゃんと、やりな
さい。

この方法ならできた。
やればできそうだな。 板書を写して、手元

で確認できるように
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実態把握

支援方法の検討

児童生徒との
使用方法の確認

学校としての対応

周囲の児童生徒への
説明

保護者との
使用方法の確認

５．個別にＩＣＴを活用した支援を行う際の流れ（例）

児童生徒の観察や教職員の気付き、保
護者との面談を通して、児童生徒の状
態を把握する。

児童生徒の特性に合わせたＩＣＴ機器の
活用方法を検討する。
本冊子を基に支援の考え方や活用事例を
参考にする。

保護者と教職員の間で使用の状況について確認と合意を行う。
担当と管理職のみならず、教職員全体で対応方針について確認する。
教科担任制の場合などは、教職員同士が連絡を取り合い、ＩＣＴ機器の使用に
ついて確認、合意する。

ＩＣＴ機器をどのように使うことができるのかを説明し、授業の中で使うこと
について確認する。
場合によっては、事前に通級指導教室や自宅などで使用することにより、児童
生徒が判断ができるよう促す必要もある。
児童生徒本人の意志を確認する。

ＩＣＴ機器の具体的な使用方法について、児童生徒、保護者、使用場面に立ち
会う教職員などで確認する機会を設ける。
学級の児童生徒に、実際にどのように説明するかについて、本人や保護者の同
意を得る。
学級の児童生徒に対して、当該児童生徒がＩＣＴ機器を使うことについて説明
する。

ＩＣＴを活用した
指導・支援

ＩＣＴを活用してみた児童生徒の様子
について、観察等を通して困難さが軽
減されているか確認する。
児童生徒や保護者と面談等を行い、活
用方法や場面の調整をする。
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※具体的な活用事例は、収集した実践内容を基に、仮想の事例として整理しています。

 アンケート調査では、教員が困っていることとして「どのような場面で使うのが効
果的なのか分からない」という意見が多くありました。特別な支援を必要とする児童
生徒たちの困難さは様々であり、ＩＣＴを活用する目的も様々です。ある児童生徒に
有効だった活用方法が他の児童生徒には有効でない場合もあります。実際に日常的に
活用している事例を中心に、ＩＣＴを活用するための考え方や活用事例についての資
料を紹介しますので、それぞれの児童生徒たちに最適なＩＣＴの活用を考えるための
参考にしてください。

６．学習面・行動面で困難を示している児童
  生徒への指導・支援における活用事例

- 6 -



県内で実際にＩＣＴを活用して指
導・支援を行っている教員の取組
を簡単に紹介しています。
多くの方々の実践につながること
を期待しています。

令和４年度に、アンケート調査を
実施しました。調査結果を基に、
教育的ニーズが高いと考えられる
内容を紹介しています。

児童生徒の具体的な様子について
記載しています。児童生徒の様子
から参考になる活用事例を探して
みてください。

困難さの要因として考えられる背
景を紹介しています。支援方法を
検討する際、背景から手立てを考
える参考になればと思います。

活用事例を参考に取り組む際、教職員がどのようにＩＣＴを活用し、どの
ように児童生徒に関わるかで、効果が大いに異なります。そこで、実際に
ＩＣＴを活用する際の考え方やポイントを記載しました。

児童生徒の様子（例）

 
 
 

 
 
 

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント

①

②

③

④

⑤

① ②

③ ④

⑤

活用事例の見方（大まかな活用事例）
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児童生徒の様子

 
 
 

 
 
 

児童生徒の困難さ

ＩＣＴ活用事例

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

②

③

④

⑤

①

活用事例の見方（具体的な活用事例）

ＩＣＴを活用した指導・支援の実
際について、その概略を紹介して
います。

通常の学級や特別支援学級、特別
支援学校での取組を紹介します。
校種や学年、教科等示しています。

児童生徒の具体的な様子を紹介し
ています。

児童生徒の困難さを紹介していま
す。対応するＩＣＴの活用につい
て検討する際の参考にします。

児童生徒の変容やＩＣＴを活用する際のポイント、教職員の関わりをまと
めています。活用事例を基に実践する際に参考にしてください。

① ②

③ ④

⑤
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・書いているうちに、どこを写しているのか分からなくなる。
・時間内に課題を終えたり、板書を写したりすることができない。
・何度も確認しながら書くので時間が掛かる。
・作業が遅れがちになる。
・形を整えて書くことが難しい。
・書き終えられない経験を重ねていく中で、意欲が低下し、取りかかりが難しくなって
 いる。

書き写す

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・黒板が見えづらい。
・不注意のため、今どこを書いているのかが分からなくなる。
・黒板に書かれた内容を記憶しておくことが難しい。
・時間配分の見通しが立ちにくい。

・文字を書くこと、ノートを取ることが苦手な生徒に対して、タブレットに打ち込むな
 どの方法を取っている。
・黒板の写真を撮り、時間内にノートに書き写せないときは、後でその画像を見て書く
 ことができるようにしている。
・対象生徒のために特別に活用しているということはないが、国語で文章を書く際に、
 手書きコースとタブレットコースと両方準備している。
・ノートを書くのが苦手な生徒にクロームブック（１人１台端末）を利用させている。
・書くことの困難さに対し、板書を写真に撮って記録している。

 
 
 
・板書を撮影することを児童生徒に任せると、全て撮影して残そうとしてしまうことが
 あります。撮影することが目的にならないように、ノート等に書き写す際の補助とし
 ての活用が望ましいです。活用方法が身に付くまでは、保存しておくべき重要な箇所 
 を指示したり、教職員が撮影したデータを共有できるようにしたりすると効果的です。
・児童生徒によっては、キーボードでのローマ字入力が難しい場合もあります。携帯電
 話のようなキー配列での文字入力機能を使ったり、五十音順に並んだキー配列での文
 字入力機能を使ったりするなどの方法も考えられます。
・タブレットに、手書きで入力した文字をテキストデータに変換してくれるアプリがあ
 ります。自分でメモをとったり、後で見ても分かるメモを作成したりするのがスムー
 ズになります。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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中学校第３学年 数学

児童生徒の様子

  文字を書くのが遅い。聞きながら書くことも難しく、何の話を聞いているのか黒板の
どこを書いているのか分からなくなる。最近は最初から書くことをあきらめている様子
も見られるようになってきた。

 
 
 
・黒板が見えづらい。
・不注意のため、今どこを書いているのかが分からなくなる。
・黒板に書かれた内容を記憶しておくことが難しいため、何度も確認しながら書くので
 時間が掛かる。
・時間配分の見通しが立ちにくく、作業が遅れがちになる。
・書き終えられない経験を重ねていく中で、意欲が低下し、取りかかりが難しくなって
 いる。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 授業中にもノートを書く時間は設けていたが、それでも間に合わないと混乱したり、
やる気をなくしたりしてしまい、本来解くことができる問題にも取り組まなくなってい
た。これまでは板書をデジタルカメラで撮影して残すことがあったが、その後の活用が
難しかった。タブレットの使用により、簡単に拡大して見ることができたり書き込みな
どがしやすくなったりした。操作の楽しさもあって学習への意欲向上につながっている。
授業の内容によっては、うまく使えないこともあるため、活用の仕方については本人と
相談し、より広げていくことにした。
 黒板の使い方をパターン化し、書いたり貼ったりする内容を精選したり、後から見て
も分かりやすい構成にしたりしたことで板書が整理された。

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

①支援機器や教材・教具等 
  Microsoft Lens、OneNote（本人
 のタブレット端末を使用）
②活用のねらい
  主として家庭学習で、授業内容の
 見直しに使用する。
③授業における支援内容
  授業中または授業後に板書をLens
 で撮影する。内容によって、その場
 で考えを入力したり、自宅で
 OneNoteに取り込んで課題をやり直
 したり、まとめを書き込んだりして
 振り返りをする。

ＩＣＴ活用事例 板書上で大事だと思う
部分を切り取り、拡大
して取り込む（教員が、
見直してほしい部分を
指定することもある）

写真に直接線を引
いたり、文字を書
き込んだりしなが
ら内容を復習する
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・漢字の画数が多かったり少なかったりし、とめ・はね・はらいなどの区別が難しい。
・形の似た文字や意味の似た漢字の混同がある。
・文字の大きさを整えたり、マス目からはみ出さずに書いたりすることが難しく、消し
 ゴムなどの使い方もぎこちない。
・細部の情報を見落としたり、書き忘れたりする。
・学年相応の漢字を書くことが難しい。

漢字を書く

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・視覚認知の力が弱く、文字の形が捉えにくい。
・音韻認識の力が弱く、頭の中で文字と音を結び付けて単語として捉えることが難しい。
・極端な不器用さがある。
・不注意がある。

・板書やワークシートをタブレットPCで撮影して手元で拡大することで見やすくし、手
 元で確認しながら書けるようにした。
・ノートパソコンを使ってノートテイクを行った。パソコンの漢字変換機能を使うこと
 で、板書を正確に写すようになった。パソコンで入力した文字は読みやすいため、授
 業の復習にも役立った。
・学習カードをタブレットPCで配信し、文字入力で課題提出できるようにした。
・漢字の書き取りの宿題を、漢字練習アプリによる学習に切り替えた。

 
 
 
・書くことが苦手な児童生徒は、漢字を繰り返し書いて練習する方法では、漢字を正確
 に覚えたり書いたりできるようになることが難しいと言われています。漢字の「意味」
 「読み」「書き」の学習を段階的に行って定着を図ったり、「意味」や「読み」の理
 解を求める学習では書くことを求めないなど、ねらいに応じて書く負担の軽減を図っ
 たりする工夫が求められます。また、漢字の形や書き順を覚えるときには「木の上に
 立って見るのが“親”」など言葉に置き換えて形や意味に注目させたり、形や書き順を
 分かりやすく示したりすることも有効です。児童生徒にとって分かりやすい提示の仕
 方を探り、学習に取り入れることで、ＩＣＴ活用の効果もより高まると考えられます。
・漢字練習アプリの活用は、書き直しが容易で何度も取り組めるため、不器用さがあっ 
 て鉛筆や消しゴムの使用を負担に感じる児童生徒にとっても有効なツールとなります。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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小学校第３学年 国語

児童生徒の様子

  漢字練習の家庭学習に真面目に取り組むが、字形が整わず、書き間違いが多い。漢字
テストでは点数がとれない。作文では、習った漢字であっても平仮名で書くことが多い。
鉛筆の持ち方がぎこちなく、消しゴムを使う際に時間が掛かる。最近は、徐々に家庭学
習の提出を渋るようになってきた。

・

・視覚認知の力が弱く、文字の形が捉えにくい。
・極端な不器用さがある。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 これまでは、漢字ドリルをノートに書き写す家庭学習に相当の時間と労力を割いて取
り組んでいたようであったが、結果が伴わなかった。アプリの画面上では、筆順が矢印
で示され、見本を指でなぞる形で練習できるため、字形や筆順を意識しやすいようあっ
た。画面上では書 き 間 違 えても修正しやすいことも、書くことの負担感の軽減につな
がっていた。紙に書く量を少なく設定したことで、「これくらいなら書ける」という気
持ちになり、「宿題シート」にも意欲的に取り組むようになった。正しい字形や書き順
を意識しながら繰り返し学習に向かうことで、覚えて書ける漢字が増えてきている。
 家で作文に取り組む際に、アプリで漢字を調べて書くようになったと聞き、学校でも
辞書や見本として活用することができるのではないかと考え、検討中である。

①支援機器や教材・教具等 
 漢字練習アプリ
 タブレットPC
②活用のねらい
  家庭学習で、漢字練習に使用する。紙に
 書く負担を軽減することで学習への集中を
 を高めるとともに、筆順のガイドに沿って
 画面に直接指で書いて練習することで、漢
 字の正しい字形や筆順の定着を図る。
③活用方法
  アプリを使い、画面上で漢字のなぞり書
 きに取り組む。宿題のまとめとして、その
 日練習した漢字を「宿題シート」（Ａ４版
 １枚の紙プリント）に書いて提出する。

ＩＣＴ活用事例 いろいろな漢字
練習アプリの中
から、自分が使
いやすそうなも
のを教員と一緒
に選択した

線を引き間違え
たときの
「ブー」という
効果音を聞くと
嫌な気持ちにな
るので、音声は
ミュートで使う
ことを確認した

案
児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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・聞きもらしが多かったり、聞いたことをすぐ忘れたりする。
・授業中にぼんやりしているように見える。
・言葉を聞いて、情報をイメージ化して捉えることが難しい。

話を聞く

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・耳から入ってきた情報が記憶に留まりにくい。
・注意を保持することが難しい。
・語彙が少なかったり、経験が少なかったりする。
・周囲の音の中から必要な音に注目して聞き取ることが難しい。
・聴力が弱い。

・授業の進行に合わせたスライドをPowerPoint（Microsoft）で作成し、電子黒板で提
 示することで、画像やキーワードとなる単語等と教員の話を照らし合わせられるよう
 にした。
・言葉と具体物がつながるよう写真で提示したり、授業のイメージしづらい部分を画像
 や映像で視覚的に示したりした。
・言葉だけで説明するのではなく、実物投影機を使って資料を拡大して見せたり、教員
 が物を操作する手元を拡大して見せたりした。
・聴覚過敏があるため、ノイズキャンセラ―（騒音を遮断するイヤホン）の使用を認め
 ている。

 
 
 
・ PowerPoint 等によるスライドは、提示する内容を精選したり、提示の仕方を工夫し
 たりすることで、話を分かりやすくしたり、注目を高めたりするなどの効果が期待で
 きます。しかし、スライドの画面は後に残らないので、スライドの内容をプリントア
 ウトして配布したり、学習のめあてなどの一時間を通して意識させたい内容は黒板に
 書いて提示したりするなど、目的に応じて提示の仕方を使い分ける必要があります。
 また、電子黒板、教科書、ワークシート、ノート等、同時に複数のものに注目しない
 といけないような状況をつくらないよう、留意する必要があります。
・「〇〇について３つ話をします」など、先に注目させてから説明したり、授業の内容 
 を視覚的に整理できるようなワークシートを作成して活用したりすることも有効です。
 教室の視覚刺激を減らしたり、授業の中に効果的な動きを取り入れたりするなど、集
 中しやすい状況づくりを心掛けましょう。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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小学校第６学年（特別支援学級） 生活単元学習

児童生徒の様子

 聞きもらしが多く、一見聞いているように見えるときでも、後から確認すると覚えて
いないことが多い。会話をしていると、「うん、うん」と調子を合わせてくるが、よく
分かっていないように感じることがある。また、言葉の意味をよく分かっていないよう
に感じることもある。集中時間が短く、長く話を聞いていると飽きてそわそわしたり、
ぼんやりしたりしてしまう。

・耳から入ってきた情報が記憶に留まりにくい。
・注意を保持することが難しい。
・語彙が少なかったり、経験が少なかったりする。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 写真やイラストを多く取り入れ、視覚的に分かりやすいスライドにしたことで、言葉
だけの説明を聞くよりも行き先や活動内容のイメージがもちやすいようだった。スライ
ドが切り替わったり、強調したい情報がアニメーションで表示されたりしたことも、注
意を持続する上で有効だった。映像や文字の提示の仕方、教職員の話のタイミングや話
す言葉等を吟味したことで、聞くことにも集中できたようだった。スライドを通して修
学旅行への見通しや期待感を高めたことで、その後の調べ学習にも意欲的に取り組むこ
とができた。また、修学旅行に対して具体的なイメージをもったことで、その後、交流
学級で修学旅行の事前学習に参加した際にも、普段より集中することができた。
 

①支援機器や教材・教具等 
 PowerPoint（Microsoft）
 電子黒板
②活用のねらい
  授業の導入場面で活用することで、修
 学旅行について具体的にイメージし、期
 待感が高められるようにする。
③授業における支援内容
  修学旅行の行き先や活動内容を、写真 
 や動画のスライド資料にまとめて説明し
 た。先に写真を写して注目させてから
 「○○に行きます」と説明して「○○」
 と行き先の文字を写すなど、提示の仕方
 を工夫した。

ＩＣＴ活用事例

スライドの画面はシン
プルにして、必要な情
報をつかみやすくした

本人が理解しやすい言
葉で話すよう心掛けた

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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・音読が苦手で、逐次読みになったり、文章を読むのに時間が掛かったりする。
・単語の読み間違いや読みとばしがしばしば見られる。
・板書の内容がすぐに読み取れない。
・文字や記号の形を正確に捉えることが難しい。
・どこまで読んだか覚えていなかったり、読んだ内容を理解していなかったりする。

文章を読む

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・眼球の動きをコントロールすることが難しい。
・音韻認識の力が弱い。
・複数の文字を、単語や意味のまとまりとして捉えることが難しい。
・視覚認知の力が弱い。
・ワーキングメモリが弱い。

・板書をデジタルカメラやタブレットPCで撮影し、手元で拡大して確認したり、後から
 振り返りに使ったりできるようにした。
・デジタル教科書やアプリを用いて、教科書の文字の書体やフォントを本人が読みやす
 いものに代えたり、振り仮名表記にしたり、音声読み上げ機能を活用したりした。
・黙読や音読の代わりに音声読み上げ機能を活用し、聞くことで教科書の内容を理解で
 きるようにした。
・授業のワークやプリントをデータ化してタブレットPCに映し、機器の音声読み上げ機
 能を活用できるようにした。

 
 
 
・読むことが難しい児童生徒の中には、一見何とか読めているように見えている場合で
 も、読むことに力を費やすあまり内容の理解まで至っていないというケースが少なか
 らずあります。「何とか読めているから支援は必要ない」と考えず、手立てを講じる 
 ことで、学習にアクセスしやすくなります。
・イヤホンを使うことで、周囲を気にせず音声読み上げ機能を活用できます。
・見やすさや見えにくさは人それぞれなので、教科書の文字の書体やフォントなどを変
 更する際は、対象となる児童生徒にとって見やすいものを確認する必要があります。
・ＩＣＴの活用以外でも、文章を読む際に単語や文節ごとに丸や線で区切ってみたり、
 読む箇所が分かりやすいよう定規やスリットを当ててみたりすることで、読みにくさ
 の改善が期待できます。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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小学校第５学年 国語

児童生徒の様子

 音読が苦手で、逐次読みになったり、文章を読むのに時間がかかったりする。単語を
読み間違えたり、読み飛ばしたりすることが多い。音読した後に文章の内容を聞いても
答えられないことが多い。

・

・眼球の動きをコントロールすることが難しい。
・音韻認識の力が弱い。
・複数の文字を、単語や意味のまとまりとして捉えることが難しい。
・視覚認知の力が弱い。
・ワーキングメモリが弱い。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 
 音読や黙読の時間を、デイジー教科書の読み上げ機能を使って、音声を聞いて理解す
る時間に変更した。音声で聞くことで教科書の内容を理解できるようになったため、授
業の内容についての理解が深まった。予習として家庭で教科書の内容を音声で聞いてか
ら授業を受けるなど、学習全般への意欲の高まりにつながった。また、デイジー教科書
の文字の大きさや書体を自分が読みやすいものに変更したり、読み上げているところを
ハイライト表示したりすることで、ゆっくりなスピードであれば、家庭でデイジー教科
書に合わせて自分でも音読に取り組むようになってきた。
 教職員は、音読以外の場面でも本人が困難を抱えていることを考慮し、板書の際に言
葉で補ったり、板書の内容を見やすいワークシートにまとめて渡したりするようにした。

①支援機器や教材・教具等 
 マルチメディアデイジー教科書
 ((公財)日本障害者リハビリテーション
 協会) 
 マルチメディアデイジー 再生アプリ
 いーリーダー（PLEXTALK）
 タブレットPC
 イヤホン
②活用のねらい
  教科書を読む場面で使用する。
③授業における支援内容
  授業中または家庭での予習・復習など
 の際に必要に応じて音声読み上げ機能を
 活用する。

ＩＣＴ活用事例 教室で、授業中に使
う際にはイヤホンを
接続し、周囲に音が
漏れないようにした

耳で聞いて教科書の
内容が分かるので、
授業中、教科書の内
容について質問され
ても答えられるよう
になった

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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・自分の考えや気持ちをまとめて話すことが難しい。
・出来事や感想をまとめて、作文を書くことが難しい。
・伝えたい内容を言葉にすることが難しい。
・考えをまとめずに思いつくまま話してしまう。

自分の考えをまとめる

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・自分の考えや気持ちを言葉に置き換えることが難しい。
・語の想起がスムーズでなかったり、語彙が少なかったりする。
・出来事や体験したことを思い出すことが難しい。
・他者の視点に立って話を整理することが難しい。
・衝動性が強い。

・発表の前に、SimpleMind（マインドマッピング）を使って話の内容を整理するように
 した。それを土台にし、話す内容を構成した。
・５W１Hの例文の枠をタブレットＰＣで提示し、例文の枠の中に直接書き込むことで、
 文章にまとめられるようにした。
・考えをまとめる場面でタブレットＰＣの付箋機能を活用した。画面を共有することで、
 他の人の考えやまとめ方を参考とできるようにした。
・校外学習や行事等の作文を書く際に、１人１台端末から対象となる活動の写真を見る
 ことができるようにし、出来事や体験したことを思い出しやすいようにした。

 
 
 
・自分の考えや気持ちを言葉や文字に置き換えてまとめるためには、自分の考えや気持
 ちを表現する言葉を覚えていく必要があります。思考整理に活用できるアプリやツー
 ルはいろいろありますが、 それを用いるだけで自分の考えをまとめ、表現する力が育
 つというわけではありません。思考整理ツールを用いるに当たっても、初めは児童生
 徒が自分の考えや気持ちをまとめる過程に寄り添い、具体的に支援することが求めら
 れます。
・発表や作文のひな型を作って活用したり、穴埋め形式のワークシートにキーワードを
 書き込むことで発表内容をまとめられるようにしたりするなど、取組のハードルを下
 げる支援も有効です。自分の考えや気持ちをまとめて人に伝える力は、生涯に渡って
 必要な力でもあります。児童生徒の困難に気付いたタイミングで支援を講じ、有効な
 手立てや変化の様子を次年度に引き継いでいくことが大切です。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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中学校第１学年（特別支援学級） 国語

児童生徒の様子

 出来事や感想をまとめ、相手に伝わるように話すことが難しい。本人も発表に対して
苦手意識をもっており、緊張してしまう。感想は、「楽しかった」「頑張った」などの
ワンパターンな表現になってしまう。

・自分の考えや気持ちを言葉に置き換えることが難しい。
・語の想起がスムーズでなかったり、語彙が少なかったりする。
・出来事や体験したことを思い出すことが難しい。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 「特に何を頑張ったのかな」「そのときの気持ちは、〇〇かな、それとも△△かな」 
「点数で言ったら何点くらいかな」など、付箋の内容に対して質問し、やりとりするこ
とで、自分の考えや気持ちを表す言葉を引き出すことができた。自分から言葉が出てこ
ないときには、教職員がいくつかの言葉を提示することで、自分の気持ちに沿った言葉
を選ぶことができた。発表のひな型と付箋を使って発表の内容を整理することで、自分
の考えをまとめ、発表することができた。映像で行事を振り返る際に、本人の活躍場面
を取り上げて具体的な言葉で称揚するようにしたことも、「このことを発表したい」と
いう気持ちをもったり、そのときの自分の考えを振り返ったりする上で有効であった。

①支援機器や教材・教具等 
 電子黒板
 タブレットPC（（（）
②活用のねらい
  授業の導入で行事の映像を見る時間を
 設けることで、行事を視覚的に振り返る。
  発表する内容を考える場面で、タブレッ
 トPCの付箋機能を使って考えを整理する。
③授業における支援内容
  行事の様子や生徒の取組等を分かりや
 すくコンパクトにまとめた映像を用い、
 視覚的に振り返った。
  発表のひな型に沿って発表する内容を
 考えさせ、付箋に記入させた。付箋の内
 容に対して教員が質問することで、発表
 の内容を深められるようにした。
 

ＩＣＴ活用事例

カードを
手渡す係を
がんばった

相手の顔を
見て笑顔で
手渡した

緊張したけ
ど、ちゃん
とできた

お礼を言わ
れてうれし
かった

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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・ぼんやりして、話を最後まで聞いていないことが多い。
・気が散りやすく、別のことを考えていたり、やっていたりすることが多い。
・好きなことには集中するが、場面の切り替えが難しい。

集中する

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・別のことに次々と注意が移っていってしまい、注意を保持することが難しい。
・集中できる時間が短い。
・自分の気持ちや行動をコントロールすることが難しい。
・時間経過のイメージが捉えづらい。

・授業の進行に合わせたスライドをPowerPoint（Microsoft）で作成し、電子黒板で提示
 することで、言葉だけ・文章だけに集中させる時間からの切り替えを図るようにした。
・電子黒板を使い、注目させたい対象が分かりやすいよう写真や映像で提示したり、
 キーワードで提示したりした。
・一人で考えたり調べたりしていた活動を、タブレットＰＣを活用して問題を共有した
 り調べたりする活動に替えた。
・アプリのタイマーを使い、活動の切り替えのタイミングが具体的に分かるようにした。
・アプリで問題を解く宿題を認め、集中できる時間内で取り組ませた。

 
 
 
・PowerPoint (Microsoft)等によるスライドは、提示する内容を精選したり、提示の仕
 方を工夫したりすることで、注目するべき対象が分かりやすく示され、注目を高める
 効果が期待できます。また、１人１台端末を活用した学習も、資料を見たり、双方向
 的にやり取りしたりするなど様々な活動を設定できるため、注目させたり、集中させ
 たりする上で有効です。しかし、いずれの場合であっても、「見るだけ」「聞くだ
 け」などの時間が長時間続く場合は、集中の持続が難しくなることが考えられます。
 児童生徒の集中の持続時間の程度を把握し、それに合わせて活動の切り替わりを設定
 した上で、効果的にＩＣＴ機器を活用することが求められます。
・授業の流れや活動時間を先に提示したり、終わりのタイミングを予告したりして、活
 動に見通しをもたせることも有効です。また、児童生徒の集中の持続時間を意識して
 授業の中に効果的な動きを取り入れたりするなど、集中が持続しやすい状況づくりを
 心掛けましょう。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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中学校第１学年 理科 

児童生徒の様子

 授業中、一見聞いているように見えるときでも、後から確認すると話をきちんと聞い
ていないことが多い。集中時間が短く、長く話を聞いていると飽きてそわそわしたり、
ぼんやりしたりしてしまう。

・別のことに次々と注意が移っていってしまい、注意を保持することが難しい。
・集中できる時間が短い。
・自分の気持ちや行動をコントロールすることが難しい。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 個に応じたＩＣＴの活用ではなかったが、10～15分程度という本人の集中時間を考慮
して観察や意見交換の時間を設定したところ、ぼんやりせずに授業に参加することがで
きた。授業の導入場面で電子黒板を使って授業のめあてや活動内容について示すと、授
業に対して見通しをもち、活動の切り替わりなどもスムーズだった。活動の切り替わり
の場面では、教員に注目させてから話をするようにしたり、電子黒板に注目させてから
映像を見せるようにしたりすると、集中しやすいようだった。
 学年部の情報交換の際に、このような情報を提供し、他の教科でもＩＣＴの活用の際
にそれとなく配慮してもらうようにした。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 カメラ機能   （（）
 電子黒板
②活用のねらい
  カメラ機能を使って撮影した植物の写
 真を観察し、特徴を捉える。
  電子黒板を使い、気付いた特徴を共有
 する。
③授業における支援内容
  教科におけるＩＣＴ活用の際に、活用
 のタイミングや時間の長さ、場面の切り
 替えなどについて、集中が難しい生徒の
 実態を踏まえて検討した。

ＩＣＴ活用事例 機器を操作する活動

話し合い活動

見る・聞く活動

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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高等学校第１学年 体育 

児童生徒の様子
 指示の理解や活動の流れを把握することが苦手で、自分勝手な行動をとってしまう。集
中できる時間も短いため、周囲の生徒と一緒に活動することが難しい。

・一斉指示を聞くだけでは理解が難しい。
・身に付けたい運動技能をイメージすることができない。
・集中できる時間が短い。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 本時の流れと活動時間を全体で共有し、デジタルタイマーで活動の切り替えを指示す
ることにより見通しをもって行動することができていた。見通しをもてたことで指示と
は違う動きが減少し、活動ごとの気持ちの切り替えもスムーズに行えるようになった。
 教職員の説明に耳を傾けることが難しかった生徒が、見本となる映像を視聴し、身に
付けたい動きをイメージすることで、体の動かし方を理解することができた。運動実践
の場面ではイメージした動きを試行錯誤しながら体で表現する生徒の姿があった。
 また、自身の運動の様子を視聴することで、見本となる動きとの違いに気付くことが
でき、課題を明確にすることができていた。体育の授業を行う環境下では教職員の声が
届きにくいことがあるため、集中力が途切れてしまう傾向がある生徒には、視覚からの
情報や指示は効果的であった。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC・ノートPC・カメラ機能
 プロジェクター・電子黒板
②活用のねらい
  授業の始めから終わりまでの流れを示す
 ことで、見通しをもって取り組めるように
 し、集中力を維持できるようにする。
  運動技能を習得するためのポイントにな
 る情報を視覚的に捉えられるようにする。
③授業における支援内容
  本時の流れに沿って、デジタルタイマー 
 を利用し、活動に見通しをもって取り組ま
 せた。身に付けたい運動技能を視覚的に捉
 え、技能習得に向けてイメージを高められ
 るようにした。

ＩＣＴ活用事例

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

本時の流れ
 バドミントン（ロングサービス）

・本時の説明、準備運動（5分）
・基本練習（10分）
・ｲﾒｰｼﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(動画視聴）（5分）
・技能実践（10分）（撮影）
・振り返り（5分）（撮影動画視聴）
・技能実践（10分）
・本時のまとめ（5分）

本時の流れを電子黒板やタブレットで共有
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・日本語での日常会話が十分にできない。
・日本語での日常会話はある程度できていても、授業で用いられる言葉の意味を調べた

り確認したりすることに時間が掛かり、授業のねらいに迫ることが難しい。

日本語で行う授業に参加する
（母国語が日本語ではない児童生徒への指導）

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・日本語による日常会話が難しい。
・日常会話はある程度できていても、授業で用いられる言葉を聞き取ったり、資料や板

書に用いられている文字を読み取ったりして、意味を理解することが難しい。
・発言の機会があっても、自信をもって発言することが難しい。

・翻訳機能を用いて、教職員及び友達の発言や、板書等の文字を、児童生徒が理解でき
る言語に翻訳する。

・翻訳機能を用いて、児童生徒が理解できる言語に翻訳した補助的な資料を作成し配付
する。

・英語科など、生徒が理解できる言語を扱う授業でも翻訳機能を使用し、日本語の学習
の機会とする。

 
 
 
・児童生徒の日本語の能力等の実態を複数の教職員で把握し、必要な支援を検討します。

それを基に、各教科等や日本語の指導の目標を明確にし、きめ細かな指導を行います。
・ＩＣＴの使用については、児童生徒本人と教職員とが相談しながら、使用するアプリ

や使い方等を調整していくことが大切です。
・日本語の支援が必要な場面は、一部の教科にとどまりません。児童生徒に必要な支援

を、それぞれの授業の担当者で共有しながら、組織的・計画的に実施していきます。
・周囲の児童生徒に対しては、ＩＣＴの使用等による個別の配慮に対する理解を促すと

ともに、母国語が日本語ではない児童生徒から外国の文化を学ぶなど、多様性を尊重
する態度を育んでいきます。

※小中学校等は平成26年度から、高等学校は令和５年度から、児童生徒の日本語の能力
に応じて特別の教育課程を編成し、在籍学級以外の教室で個別の指導を行うことが可
能になっています。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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高等学校第１学年 各教科 

児童生徒の様子

 母国語が日本語ではないが、日常会話程度の日本語のやり取りは可能である。学習に
おいては用語の意味を調べたり、内容を理解したりすることに努めているが、次第に遅
れが目立つようになり、英語以外の教科では学習成績が低下している。

・英語以外の授業では専門的な用語（例えば数学の２次方程式等）を理解することがで
 きず、授業についていけなくなることが多い。
・特に板書された内容を理解することが難しい。
・文字の理解に困難があるため、その解読に時間をとられ、本題までたどりつかない。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 
 翻訳機能を利用することにより専門的な用語の理解につながり、問題文を読み解く時
間は短縮された。しかし、その成果が学習成績の向上につながるまでにはまだ課題があ
る。国語科では、翻訳機能を利用するほかに、英訳した資料を紙媒体で配付するなどし
て支援している。
 また、考査時には用語の英訳をつけるなどの配慮事項を設け、柔軟に対応できるよう
に、教職員同士で共通理解を図っている。今後も、生徒の実態を細やかに把握し、状況
に応じた支援策を教職員間で検討・共有しながら、生徒に必要な支援を実施していく。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC・カメラ機能
 DeepL翻訳 Google翻訳  
 ChatGPT

②活用のねらい
  翻訳機能を利用し、教職員の発言や板
 書の内容の理解を促進する。

③授業における支援内容
  英語以外の授業やそのほかの活動の際
 に翻訳機能を利用し、英訳された言葉の
 意味を確認できるようにすることで、授
 業内容を理解するための一助とした。
  英語の授業においても翻訳機能を利用
 し、翻訳された内容を確認しながら日本
 語学習を行えるようにした。

ＩＣＴ活用事例

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

DeepLで翻訳した画面

授業の中で理解できない
言葉を打ち込む

※「生物基礎」の授業の例
  酵素
  免疫

翻訳された英語を
もとに言葉の意味
を確認する
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・病気に伴う様々な不安を感じている。
 例）自分の病気は、この後どうなっていくのか。
   入院で学習が遅れると、進級や卒業に必要な単位が取得できないのではないか。
   学校の行事に参加できず、このまま学校から切り離されてしまうのではないか。
   友達との関係が変わったり、忘れられたりするのではないか。
   学校に戻ったとき、これまでと同じように馴染めるか。

入院中に在籍校の授業にオンラインで参加する
（高等学校）

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・病気によって状況が変化し、生徒本人も保護者も、今後のことを考えることが難しい。
・本人、保護者、学校とも、学業や友達とのつながりを継続する可能性を探るより、治

療に専念することが優先と捉えがちである。
・病気療養中の生徒に対してどのような対応が可能か、教職員の理解が不足している。

【遠隔教育の実施】
・メディアを利用して行う授業（同時双方向型）の実施（必要性のある全ての高等学校

及び特別支援学校高等部で実施できます。）
→Kubi、OriHime、Telepii等の機器を教室に置くと、病室から生徒が操作して、教室内

の見たい方向を見られます（「病弱教育サポートセンターきらり☆ 」で貸出可能な機器
があります。）

・オンデマンド配信による教育の実施（同時双方向型の授業が原則ですが、病状や治療
の状況、医師等の意見等から、配信側の授業時間に合わせて受信することが難しいと
学校において判断した場合、本人・保護者の意向を踏まえて実施できます。）

 
◎入院中の学習保障や友達関係の継続は、治療への動機付けや
 不安の軽減につながります。

・入院中に学習等を継続できるか医師に確認します。許可が出たら、本人、保護者、学
校、医療関係者が連携して進めます。

・学校は、本人や保護者の意向を踏まえて、どのように遠隔教育を実施するか検討しま
す。必要に応じて、教育センターや地域の特別支援学校に相談します※。

・必要な機器と通信環境を、発信側と受信側の双方に整えます。病院の無線ＬＡＮ等を
使用する場合は、病院側の通信環境にマイナスの影響がないようにします。

・同時双方向型の授業を行う場合、治療の影響による容姿の変化から、本人が顔を映す
ことに抵抗を示す場合があります。アバターを登場させるなど、本人の意思を尊重し
ます。

※秋田県では「病弱教育サポートセンターきらり☆ （県立秋田きらり支援
 学校内）」で相談支援や機器の貸出を行っています。詳細はこちら→→

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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高等学校第１学年

児童生徒の様子

 小学校の時に病気を発症した。小・中学校時に入院と手術を経験している。高等学校
に入学してから検査を行い、手術と約３か月の入院が必要と医師から言われた。
 中学校時に入院した際は学習の支援が得られなかったため、今回も同様であれば留年
も仕方がないと考えている。また、中学校時には、退院して学校に戻った際、友達との
関係がギクシャクした経験があり、今回も入院を機に、友達との関係が途切れてしまう
のではないかと不安を感じている。

 
 
 
・過去の経験から、学習面や人間関係の面で不安を感じている。
・ＩＣＴを活用した学習保障や友達との交流が可能であることを知らないため、要望と

して教職員や医師に伝えることが難しい。
・手術や退院後の生活に希望をもつことができず、治療に対する動機付けが弱い。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 治療と並行して学習に参加でき、また、友達とのつながりも継続できたことで、不安
が軽減された。退院後は、自宅療養期間を経て、スムーズに復学することができた。
 遠隔教育を始めるに当たり「実施する教科」「単位認定に必要な条件」「開始時期」
等を校内で検討し、教職員間で共通理解を図った。また、無理なく実施できるよう、病
院との間で、学習計画と治療計画のすり合わせを行った。
 遠隔教育には、端末にアプリケーションをダウンロードすることが必要となる場合が
ある。１人１台端末にダウンロードする場合、セキュリティーに関わる手続きが必要と
なるが、一度行えば自宅療養期間にも使用することができる。

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

①支援機器や教材・教具等 
【学校側】テレプレゼンスロボットKubi→
     三脚、タブレットＰＣ
【病院側】タブレットＰＣ（Telepotalkをダウンロード）
 

②活用のねらい
 実技教科以外の５教科について、学習の機会を保障する。
 出席扱いについては、事前に校内で検討し、同時双方向
型授業に参加した教科の単位取得を目指す。
 休み時間や放課後にも接続することで、友達と自由に交
流できる機会とし、不安を軽減する。

 
③授業における支援内容
 課題の提出や、同時双方向型授業におけるグループワー
クへの参加や発言を促し、単位認定の根拠の一つとする。

ＩＣＴ活用事例

タブレットＰＣ
を装着して教室
に置きます。
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・病気についての理解が難しい。
・病状の悪化を防いだり治療を進めたりするために活動制限が必要であることを頭では

理解していても、自分で生活管理をすることが難しい。
・病気のない周囲の友達と自分の状況を比べ、「こんなにがまんしなければならないの

は自分だけだ」と考え、孤独を感じることがある。

病気の子ども同士がオンラインで交流する
（特別支援学校中学部と中学校病弱・身体虚弱特別支援学級）

児童生徒の様子（例）

 
 
 
・同じような境遇の友達と接する機会が少なく、治療や生活管理等について友達と学び

合うことが難しい。

・オンラインでの交流会を実施し、同じような境遇の友達との交流によって相互に共感
する機会をもつ。

・自己紹介や悩み相談の機会を設定し、病気等についての自己理解を深める。

 
 
 
・生徒の実態や配慮事項、活動の目的や当日の活動の流れ、教職員の役割分担等につい

て、担任同士が事前に十分に共通理解を図る。
・オンラインによる交流の前に接続テストを行うなどして、双方の学習環境を整えたり、

接続のトラブルに備えたりする。
・オンラインや手紙等の間接的な交流に加えて、体調に考慮しながら、可能な範囲で直

接的な交流の機会も設ける。

困難さの背景

困難さを軽減・解消するＩＣＴ活用事例

ポイント
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特別支援学校中学部１学年と中学校病弱・身体虚弱特別支援学級第２学年

児童生徒の様子

 どちらも一人学級のため、同じような境遇の友達と接する機会が少なかった。
 生徒の病気は異なっているが、どちらの生徒にも活動の制限があった。特別支援学級
の生徒は自分の病気のことを理解しており、自分で生活管理をすることができるように
なってきている。また、患者会の存在を知り、関心をもち始めている。
 一方、特別支援学校の生徒は、自分の病名や症状は知っているが、自分で生活を管理
するまでには至っておらず、やりたいことがあると無理をしてしまうことがある。

 
 
 
【特別支援学校の生徒】
・モデルになる人と接する機会が少ない。
・病状や困っていることについて、同じような境遇の友達と共感し合う機会が少ない。

【特別支援学級の生徒】
・同じ境遇の友達と接し、自分の体験を伝えるなかで、共感し合える機会を求めている

が実現していない。

児童生徒の困難さ

 
 
 
 オンラインでの交流にしたことで、それぞれの学校で日常的に行っている体調等への
配慮や機器等の準備のみを行い、気軽に交流することができた。
 交流は、自分のほかにも頑張っている人がいることに気付いたり、困っていることに
ついて相談したりする機会となり、後日、直接的な交流を行うことになった。この交流
を通して、生徒同士が私生活においても連絡を取り合えるような交友関係を結ぶことも
期待できる。

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

①支援機器や教材・教具等 
Zoom（Zoom Video Communications、
Inc.）
電子黒板、ＰＣ

②活用のねらい
 オンラインで「相手に聞いてみたいこと」や
「自分の体験から伝えたいこと」等について話
し合い、自己理解を深め、互いに共感し合う機
会とする。
③授業における支援内容
 事前に手紙のやりとりを行い、自分の状況を
客観的に捉えたり、相手の状況等を知ったりす
る機会を設けた。交流当日は、事前に準備した
話合いのほか、画面上でボードゲームをするな
どして交友を深めた。

ＩＣＴ活用事例
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１．不登校の現状から

・秋田県内の国公立小中学校の不登校者数は令和３年度には、前年度比279人増の
 1,343人となり、過去最多となりました。
・コロナ禍による生活環境の変化により、生活リズムが乱れやすい状況であったこ
 と、学校生活において様々な制限がある中でうまく交友関係が築けない等、登校
 する意欲が湧きにくい状況にあった可能性がいわれています。
・学校内・外いずれの機関においても相談・指導を受けていない児童生徒は、全国
 で37.03%（295,925人）います。

○不登校児童生徒本人・保護者へのアンケート調査より

○令和３年度問題行動等調査より

・不登校児童生徒本人・保護者へのアンケート調査では、「最初に学校に行きづら
 いと感じ始めたきっかけ」について、「先生のこと」「身体の不調」「生活リズ
 ムの乱れ」「友達のこと」がそれぞれ３割程度を占めるなど、不登校児童生徒の
 背景・支援ニーズの多様さが浮き彫りになりました。
・学校を休んでいる間の「最初のきっかけとは別の学校に行きづらくなる理由」で
 は、「勉強が分からない」が最多であり、欠席中の学習支援の重要性が再認識さ
 れる結果になっています。

 多様な児童生徒への対応に当たっては、経験等により得られた特
定の指導・支援方法が適切な場合もあれば、個々の児童生徒の状況
によっては適さない場合もあることを、念頭に置くことが必要です。

（参考）不登校に関する調査研究協力者会議（令和４年６月）「不登校に関する調
査研究協力者会議報告書～今後の不登校児童生徒への学習機会と支援の在り方につ
いて～」

個々の不登校児童生徒の状況を適切に把握し、多様な
支援（ＩＣＴを活用した学習支援等）を実施

 相談につながりにくい、課題を抱えている児童生徒を早期に把握
し、適切な支援につなげていくことが必要です。

７．不登校児童生徒への支援について

１人１台端末を活用し、児童生徒の健康状況や気持
ちの変化を確認するなど、ＩＣＴを適切に活用した
組織的・客観的な児童生徒の状況把握
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不登校傾向のある児童生徒に関する支援ニーズ
の早期把握
 １人１台端末を活用し、児童生徒の健康状況や気持ちの
変化を確認するなど、ＩＣＴを適切に活用した組織的・客
観的な児童生徒の状況把握ができます。
 
 
 
・日々の健康観察での活用している。
・朝の健康観察（フォームズで作成したものへの入力、回答）
・朝の健康観察 生活アンケート
・健康観察 アンケート
・生徒アンケートをグーグルフォームを用いて実施 健康観察
・別室の生徒の活動記録

ＩＣＴ活用事例

不登校傾向のある児童生徒へのＩＣＴを活用し
た学習支援

 １人１台端末を活用して別室登校時のリモート授業の配
信や家庭へのリモート授業の配信を行うことにより、学習
の遅れに対する不安の解消に生かすことができます。また、
ドリル学習アプリを活用することで、児童生徒のペースで
学習を進めることができます。
 
 
 
・不登校生徒に対して、リモート授業の配信をしている。
・別室登校をしている生徒に対して、リモートで授業に参加する機会をつくっ
 ている。
・ドリル学習を活用し、これまでの学習の学び直しをしている。
・登校した際に別室でタブレットを使って調べたり、ドリル学習をしたりして
 いる。

ＩＣＴ活用事例
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※活用事例は、収集した実践内容を基に、仮想の事例として整理しています。

８．不登校児童生徒への指導・支援における
  活用事例
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児童生徒の様子

 図工や体育などの好きな授業のある日に登校し、１～２時間ほど授業に参加したり別
室で過ごしたりしている。休み時間には、何人かの仲の良い友達と遊ぶ姿も見られる。
教室で授業を受けることについては、「勉強がよく分からないし緊張する」と話してい
る。運動会や学習発表会などの行事に関心をもっており、学級の一員として参加したい
という気持ちがあるが、大勢の人の中に入ることは「緊張するから無理」だと考えてい
る。
 本人が「行事に参加したい」という気持ちをもっていることから、どのようなやり方
であれば無理なく参加できるかを本人・保護者とともに検討した。

 
 
 
 
 担任から、動画での参加、音声での参加、応援の小道具を作る形での参加など、いく
つかの選択肢を提案したところ、「動画で参加するのは緊張するけど、声だけならでき
そう」と自分で参加方法を選択した。練習・録音は別室で行ったが、自宅でも自主的に
練習に取り組んでいた。自分の音声が入った予行演習の動画を見て「上手にできてい
る」と喜んだ。運動会当日は登校しなかったが、振り返りの作文からは、自分なりに達
成感を味わえたことがうかがえた。
 運動会に向けた活動を通して、担任・本人・保護者ともに「参加方法を工夫すること
で、できる活動が増えるかもしれない」という意識をもつようになり、その後の行事や
体験学習等の参加方法について、検討を重ねるようになった。
 

①支援機器や教材・教具等 
  タブレットPC
       ボイスメモ機能、録画機能
②活用のねらい
  運動会の応援合戦に、事前に録音した音声で参加する。
③支援内容
  応援合戦の練習をしている学級の様子をタブレットPCで録画したものを本人に見
 せ、イメージを高められるようにした。本人にも練習の期間を設け、その都度ボイ
 スメモ機能で録音・再生してみせることで、学級の仲間と同様に本番に向けて頑
 張っているという意識がもてるようにした。録音した音声を聞き比べ、本人が一番
 上手にできたと感じたものを採用することで、達成感を得られるようにした。

ＩＣＴ活用事例

不登校におけるＩＣＴ活用事例

小学生（学校行事の参加に向けて）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等

- 31 -



児童生徒の様子

 登校することはできないが、担任が家庭訪問すると出迎え、礼儀正しく受け答えす
ることができる。高校受験を希望しており、普段は適応指導教室に通って自学自習で
学習を進めている。高校受験に向けての面談は、本人が「放課後であっても登校する
ことは難しい」と言ったため、家庭訪問時に行ってきた。志望校が決まると、高校入
学を契機に学校復帰することを目標に、これまで以上にこつこつと学習に取り組むよ
うになった。入試の面接についても、家庭訪問時に指導を行ったが、本人から「受け
答えに不安があり、もっと練習したい」という希望が出た。

 
 
 
 
 担任と本人との都合のよい日程をすり合わせ、繰り返し面接練習を行った。初めは緊
張が強く、目線が合わせられなかったり、話し方がたどたどしかったりしたが、次第に
落ち着いて話すことができるようになった。担任からの、「担任以外とも練習してみな
いか」という提案を受け入れ、学年主任や管理職とも面接練習を行った。登校にはつな
がらなかったが、本人にとっては、「学校が自分の受験を応援してくれている」と心強
く感じられたようであり、受験に向けた意欲向上につながった。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 ミーティングアプリ
 Zoom（softonic）
②活用のねらい
  オンラインによる面接指導
③支援内容
  放課後の時間を活用し、学校の職員用パソコン（カメラ付き）と本人が家庭で使っ
 ているタブレットPCをZoomで繋ぎ、面接指導を行った。教員が面接官役を担い、画
 面越しに質問をした。本人の受け答えを聞き、話した内容や話し方について助言した。
 画面越しでは確認が難しい入退室の仕方については、家庭訪問時に確認した。

ＩＣＴ活用事例

不登校におけるＩＣＴ活用事例

中学生（入試に向けて）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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児童生徒の様子

 別室登校をしており、自学自習で学習を進めている。自学自習が授業の進度に追いつ
いてきたことから、授業への関心を口にするようになった。しかし、本人は、「教室に
入ることには抵抗がある」と考えている。別室担当の教員から、別室で授業を視聴する
方法があると提案され、関心を示した。

 
 
 
 
 別室から何度かZoomを用い、オンラインで授業を視聴する中で、音声や画像、教員の
解説があることで学びやすい教科と、自分のペースで進めた方が学びやすい教科が出て
きた。また、長時間授業を視聴しているとぐったりと疲れてしまい、頭痛が続いたり、
別室に登校できない日があったりするようになった。そこで、 別室担当の教員から「自
分の学びやすさと体調を第一に考えよう」と提案し、オンラインで授業を視聴する教科を
本人が「オンラインの方が学びやすい」と手応えを感じている教科に限定して、それ以
外の教科はこれまでどおり自学自習で進めることにした。負担を軽減したことで、少し
ずつ頭痛等の改善が見られ、欠席が減ってきた。
 別室登校している他の生徒から、「教室の中の音声を聞いたり、映像を見たりしたく
ない」という訴えがあったため、オンラインによる視聴は別室の後ろの方の座席で、ヘッ
ドセットを装着して行った。また、そのように訴えた生徒が安心して別室登校できるよ
う「オンラインによる授業の視聴はあくまで本人からの希望がある場合に行う」という
ことを別室内で周知した。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 ミーティングアプリ
 Zoom（softonic）
②活用のねらい
  オンラインによる授業視聴
③支援内容
  授業の様子をZoomで配信し、別室で視聴した。
  別室担当の教員は、接続や音量の調整等の支援を行った。また、本人の様子を見て、
 必要に応じて個別の学習支援を行った。

ＩＣＴ活用事例

※本ケースについては、事前に授業等を配信する目的について保護者、児童生徒に伝え、 
 承諾を得ておくなどの手順を踏むことが必要だと考えられます。

不登校におけるＩＣＴ活用事例

中学生（別室からの授業視聴）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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児童生徒の様子

 普段は適応指導教室に通い、自学自習で学習を進めている。非常に真面目な性格で
あり、勉強にも前向きに取り組んでいる。緊張や不安が強く、登校することは難しい
と考えている。
 感染症の影響で学級閉鎖になった際に、オンラインで授業を行うことになった。担
任から本人にそのことを伝えると、「授業を視聴してみたい」という希望があった。
しかし、学級の他の生徒に顔を見られたくないと感じており、自分が視聴していると
知られることにも抵抗があった。

 
 
 
  
 自分が視聴していると気付かれない状況が整えられたことで、安心して授業を視聴で
きたようであった。視聴後に感想を聞くと、「一人で勉強しているときよりも分かりや
すかった」「先生の話を聞くのは久しぶりで楽しかった」など、授業を受けることに対
する前向きな気持ちが語られた。一方で、「事前に聞いていたが、途中、学級の他の生
徒が意見を出し合う場面を見てとても緊張した。後からどっと疲れが出た」などの発言
もあり、画面越し、カメラオフの状態であっても緊張や不安がかき立てられることがう
かがえた。
 その後、校内の感染症対策の一環として、自宅で休んでいる生徒がオンラインで授業
を視聴できる体制が整った。オンライン配信があるときに、本人に前もって学習内容等
を伝えるようにしたところ、参加できそうな内容を選択してカメラオフで視聴するよう
になった。時には、視聴後に疲れを訴えて適応指導教室を休むこともあるが、本人は、
「頑張った分、休んで調子を整えることも大事だと思えるようになった」と話している。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 ミーティングアプリ
 Zoom（softonic）
②活用のねらい
  オンラインによる授業視聴
③支援内容
  本人の端末から、「職員室１」としてカメラオフでZoomに接続し、授業を視聴した。
 その他、ダミーとして学校の職員用パソコン２台から、「職員室２、３」として、カ
 メラオフでZoomに接続した。本人には、授業の大まかな流れを事前に伝え、授業への
 見通しを高めることで、緊張や不安を軽減できるようにした。

ＩＣＴ活用事例

不登校におけるＩＣＴ活用事例

中学生（授業視聴）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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児童生徒の様子

 小学校から不登校傾向があった。本人は、「学校は嫌いではないし、登校したいと
思っている」と話しているが、起床後に頭痛や腹痛を訴えて欠席することが多く、現在
は週に１～２日、別室登校している状況である。家では、比較的規則正しく生活してお
り、欠席した日は、中学校から配布された学習プリントやワークに取り組んでいる。学
校で１人１台端末（タブレットPC）が整備されたことを受け、自宅におけるタブレッ
トPCの活用方法について検討することにした。

 
 
 別室担当教員から機器の操作方法やアプリでの学習方法を説明し、初めは別室で学習
した。別室担当教員が個別指導をし、教科書で調べたり、タブレットPCで板書を参考に
したりして問題を解くやり方を解説した。また、正しく問題を解くことができたときに
称揚した。このことで、本人も少しずつ自学自習のやり方を身に付け、学習意欲が高め
られたようであった。慣れてくると、自宅でもアプリを使って学習に取り組むように
なった。別室担当教員は、学習進度や学習のつまずきに留意しながら、登校時の学習支
援を継続した。また、学級担任からも、アプリを使った学習について適宜、称揚や励ま
しを行った。アプリを活用しながらも、対面で学習支援を受ける機会を確保したことや、
即時的な称揚を意図的に行ったことが、本人が意欲を高め、学習を継続する上で有効で
あった。
 タブレットPCの共有フォルダで授業の様子の映像や板書の画像を見せる取組について
は、感染症対策の面から、欠席している生徒が誰であっても活用しやすいものとなるよ
う、校内で検討を重ねた。見やすい板書やまとめやすいワークシート等について、各教
科で工夫が見られるようになっている。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 学習支援アプリ（学校で導入しているもの）
②活用のねらい
  タブレットPCから学習支援アプリにアクセスし、自学自習を行う。
③支援内容
  自学自習の取組状況をその都度確認し、称揚や助言を行うことで意欲付けを図った。 
 また、学習の一助となるよう、タブレットPCの共有フォルダから授業の様子の映像や
 板書の画像を見ることができるようにした。自宅のみで活用するのではなく、別室で
 担当教員のサポートを受けながら活用したり、活用の成果を担任等と共有したりする
 ことで、本人がタブレットPCを「学校とつながるツール」として捉え、意欲的に活用
 できるようにした。

ＩＣＴ活用事例

不登校におけるＩＣＴ活用事例

中学生（自宅での学習支援）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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児童生徒の様子
 不登校状態が続いているが、本人なりに進学について考えるようになってきた。本人
は、別室であっても登校することは難しいと考えている。そこで、適応指導教室やフ
リースクールの利用を進めたところ、いくつかの施設を見学し、そのうちの一つである
民間の施設に通うようになった。また、個人でＩＣＴ教材の利用を申し込み、施設職員
から学習支援を受けながら、自分のタブレットPCを使って学習に取り組むようになった。
学習が継続的に行われるようになったところで、保護者から「本人の頑張りを出席に反
映できないだろうか」という相談があり、学校・教育委員会・当該施設で検討を行った。

 
 
 本人は、こつこつと通所と学習を継続した。学習状況から、出席として扱われること
になり、さらに意欲が高まったようであった。当該施設の学習記録や、当該施設の参観
等を通して、学校が本人の学習状況を具体的に把握したことで、家庭訪問時に的確な称
揚や助言ができるようになった。本人も、学校に対して心理的な距離感が近づいたよう
で、自分から進学に向けた質問をしたり、助言を求めたりするようになった。

①支援機器や教材・教具等 
 タブレットPC
 ＩＣＴ教材（個人で契約したもの）
②活用のねらい
  PCでＩＣＴ教材にアクセスし、学習に取り組む。
③支援内容
  当該施設において、学習支援を行い、学習結果をプリントアウトしたり、学習記録
 を作成したりして、学校と共有した。学校においても、家庭訪問や当該施設の参観等
 を継続的に行い、本人に面接指導したり、学習の様子を把握したりする機会をもった。
 記録や観察等から本人の学習状況を把握し、出席扱いの判断材料とした。

ＩＣＴ活用事例

※指導要録上の出席扱いについての詳細は、次ページを参考にしてください。

不登校におけるＩＣＴ活用事例

中学生（学習支援）

児童生徒の変容と教職員の新たな配慮等
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義務教育段階においてＩＣＴ等を活用した学習支援行った場合、一定の要件を満
たすことにより、校長の判断で指導要録上出席扱いとするこができます。

ＩＣＴ等を活用した学習活動を行った場合の指導要録上の出席扱い
①保護者と学校の十分な連携・協力関係
②ＩＣＴや郵送、ＦＡＸなどを活用して提供される学習活動
③訪問等による対面指導が適切に行われることを前提
④学習の理解程度を踏まえた計画的な学習プログラムを実施
⑤校長は、定期的な報告や連絡会の実施などにより、対面指導や学習活動の状況
 を把握
⑥出席扱いとするのは、基本的に当該児童生徒が学校外の公的機関や民間施設に
 おいて相談・指導を受けられないような場合
⑦当該学習の計画や内容が学校の教育課程に照らし適切と判断される場合、学習
 活動の成果を評価に反映

○出席扱いとした場合の指導要録上の表記について
 出席日数の内数として、出席扱いとした日数と「自宅においてＩＣＴ等を活用
した学習活動による」ことを記入する。

【関連法規・通知等】
■中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習
 指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」(平成28年12月21日）
■文部科学省「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等
 に関する基本指針」（基本指針）（平成29年3月31日）
■「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法
 律」（平成28年12月22日、28文科初第1271号の通知参照）
■中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り
 方について(報告)」（平成31年1月21日）
■文部科学省「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒
 の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（平成31年3月29日、30
 文科初第1845号）
■文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（令和元年
 10月25日、元文科初第698号）
■中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供た
 ちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」
 （令和3年1月26日）
■文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター(編)『学習評価の在り方
 ハンドブック(小・中学校編)』（令和元年6月）
■国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考 
 資料』（各教科）（令和2年3月）

自宅におけるＩＣＴ等を活用した学習活動を指導要録上出
席扱いとすることについて
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